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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

一　

企
業
規
模
が
小
さ
く
、
事
業
リ
ス
ク
が
あ
る
場
合
に
は
、
非
上

場
株
式
の
評
価
に
お
い
て
、
一
定
の
収
益
や
配
当
が
永
続
す
る
こ

と
を
前
提
と
す
る
収
益
方
式
の
み
に
よ
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
。

二　

売
主
の
立
場
か
ら
の
相
当
な
評
価
方
式
と
買
主
の
立
場
か
ら
の

相
当
な
評
価
方
式
を
一
対
一
で
反
映
さ
せ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
〇
・
三
五
、

純
資
産
法
〇
・
三
五
、
配
当
還
元
法
〇
・
三
の
割
合
で
加
重
平
均

し
て
求
め
た
価
格
に
よ
り
、
非
上
場
株
式
の
価
格
と
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
会
社
法
一
四
四
条
二
項

〔
事
　
実
〕

　

Ａ
は
、
明
治
三
一
年
九
月
二
四
日
に
設
立
さ
れ
た
旅
客
運
送
業
、

貸
船
営
業
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
本
件
当
時
、
Ａ
の

定
款
に
は
、
発
行
す
る
す
べ
て
の
株
式
の
譲
渡
に
よ
る
取
得
に
つ
い

て
、
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

申
立
人
Ｘ１
は
、
Ａ
の
発
行
す
る
普
通
株
式
一
五
万
株
の
株
式
を
有

す
る
株
主
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
申
立
人
Ｘ２
は
、
昭
和
六
一
年
三
月

譲
渡
制
限
株
式
の
売
買
価
格
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
〇
・

三
五
、
純
資
産
法
〇
・
三
五
、
配
当
還
元
法
〇
・
三
の
割
合

で
算
定
し
た
事
例

〔
商
法　

五
七
四
〕

︶

︵
東
京
地
裁
平
成
二
六
年
九
月
二
六
日
決
定

平
成
二
四
年
ヒ
第
六
三
号
株
式
売
買
価
格
決
定
申
立
事
件

第
六
八
号
株
式
売
買
価
格
決
定
申
立
事
件　

確
定

金
融
・
商
事
判
例
一
四
六
三
号
四
四
頁

判
例
研
究
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一
三
日
に
設
立
さ
れ
た
有
価
証
券
の
売
買
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会

社
で
あ
り
、
同
じ
く
Ａ
の
発
行
す
る
普
通
株
式
一
五
万
株
の
株
式
を

有
す
る
株
主
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
、
Ａ
の
議
決
権
の

う
ち
二
四
・
四
％
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
Ａ
の
代
表
取

締
役
で
あ
る
Ｂ
が
三
九
・
一
％
の
議
決
権
を
保
有
し
、
親
族
で
あ
る

Ｃ
（
Ａ
の
取
締
役
）
の
保
有
株
式
と
併
せ
る
と
五
二
・
九
％
の
議
決

権
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ１
及
び
Ｘ２
（
以
下
、「
Ｘ１
ら
」
と

い
う
。）
に
Ａ
に
対
す
る
支
配
権
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

Ｘ１
ら
は
、
Ａ
に
対
し
、
平
成
二
四
年
一
月
二
二
日
、
そ
れ
ぞ
れ
が

有
す
る
Ａ
の
普
通
株
式
に
つ
い
て
、
Ｄ
へ
の
譲
渡
を
承
認
す
る
こ
と
、

及
び
そ
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
Ａ
又
は
そ
の
指
定
買
取
人

が
上
記
株
式
を
買
い
取
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

Ａ
は
、
Ｘ１
ら
に
対
し
、
平
成
二
四
年
二
月
一
日
、
Ｄ
へ
の
譲
渡
を

承
認
し
な
い
旨
及
び
本
件
株
式
の
全
部
を
買
い
取
る
者
と
し
て
Ｙ
を

指
定
す
る
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
通
知
し
た
。
Ｙ
は
、
平
成
二
二
年
二
月
八

日
に
設
立
さ
れ
、
産
業
用
製
品
の
市
場
拡
大
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
で
あ
っ
た
。

　

Ｘ１
ら
は
、
平
成
二
四
年
二
月
二
一
日
、
裁
判
所
に
対
し
、
本
件
株

式
の
売
買
価
格
の
決
定
を
申
し
立
て
、
Ｙ
は
、
同
月
二
三
日
、
裁
判

所
に
対
し
、
本
件
株
式
の
売
買
価
格
の
決
定
を
申
し
立
て
た
。
本
件

で
は
、
Ｘ１
ら
は
、
Ｅ
監
査
法
人
が
作
成
し
た
「
株
式
価
値
に
関
す
る

報
告
書
」
を
、
Ｙ
は
、
公
認
会
計
士
Ｆ
が
作
成
し
た
「
株
式
評
価
報

告
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
と
と
も
に
、
裁
判
所
の
選
任
し
た
鑑

定
人
で
あ
る
Ｇ
が
鑑
定
書
を
提
出
し
て
い
る
。

〔
決
定
要
旨
〕

　

一
株
六
九
三
円
と
決
定
。

一　

買
主
の
立
場
か
ら
の
相
当
な
評
価
方
式

「
Ａ
は
、
明
治
三
一
年
に
設
立
さ
れ
た
企
業
で
あ
り
、
第
五
八
期
か

ら
第
六
二
期
ま
で
の
事
業
年
度
に
お
い
て
安
定
し
た
水
準
の
売
上
高

が
あ
り
、
利
益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
本
件
全
資

料
に
よ
っ
て
も
、
Ａ
の
事
業
継
続
性
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
る
よ
う

な
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、
Ａ
が
清
算
に
至
る
と
い
う
事
態
は
想
定
さ

れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
株
式
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
継
続
企
業
を

評
価
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
収
益
方
式
を
第
一
次
的
に
採
る
べ
き
で

あ
る
。」

「
企
業
規
模
や
事
業
リ
ス
ク
の
あ
る
Ａ
の
株
価
の
算
定
方
式
と
し
て
、

一
定
の
収
益
や
配
当
が
永
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
収
益
方
式
の

み
に
よ
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
件
株
式
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
収
益
方
式
と
と
も

に
会
社
の
静
的
価
値
に
着
目
し
た
評
価
方
法
で
あ
る
純
資
産
方
式
も
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考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
上
記
の
と
お
り
、
Ａ
の
事
業
継

続
性
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
る
よ
う
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
継
続
企
業
を
前
提
と
す
る
再
調
達
時
価
方
式
を
採
る
べ

き
で
あ
る
。」

「
本
件
株
式
の
買
主
で
あ
る
Ｙ
は
、
Ａ
が
買
取
人
と
し
て
指
定
し
た

法
人
で
あ
る
し
、
そ
の
経
営
陣
か
つ
支
配
株
主
か
ら
資
料
の
提
供
を

受
け
て
本
件
事
件
を
遂
行
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

Ａ
の
支
配
株
主
と
一
体
の
立
場
に
立
つ
買
主
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
す
る
本
件
株
式
の
評
価
方
式
は
、
支
配
株

主
の
保
有
す
る
株
式
に
つ
い
て
の
評
価
方
式
を
適
用
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」

（
買
主
の
立
場
か
ら
）「
本
件
株
式
の
価
格
は
、
継
続
企
業
と
し
て

の
価
値
を
求
め
る
収
益
方
式
の
一
つ
で
あ
る
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
と
、
企
業
の

静
的
価
値
を
求
め
る
純
資
産
法
を
併
用
し
、
各
方
式
に
よ
っ
て
算
出

さ
れ
た
価
格
を
〇
・
五
対
〇
・
五
の
割
合
で
加
重
平
均
し
て
求
め
た

価
格
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

二　

売
主
の
立
場
か
ら
の
相
当
な
評
価
方
式

「
Ｘ１
ら
は
、
Ａ
の
単
な
る
一
般
株
主
と
も
い
え
ず
、
支
配
株
主
と
一

般
株
主
の
中
間
的
な
立
場
に
位
置
す
る
株
主
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
売
主
の
立
場
か
ら
す
る
本
件
株
式
の
評
価
方
式
は
、
一
般

株
主
が
保
有
す
る
株
式
の
評
価
に
適
切
な
評
価
方
法
で
あ
る
配
当
還

元
法
と
と
も
に
、
上
記
買
主
の
立
場
か
ら
す
る
本
件
株
式
の
評
価
方

法
で
あ
る
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
及
び
純
資
産
法
を
併
用
す
べ
き
で
あ
り
、
各
方

式
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
価
格
を
、
配
当
還
元
法
〇
・
六
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ

法
〇
・
二
、
純
資
産
法
〇
・
二
の
割
合
で
加
重
平
均
し
て
求
め
た
価

格
を
も
っ
て
本
件
株
式
の
価
格
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

三　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
る
評
価

「
本
件
鑑
定
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
Ｒ
ｆ
＝
〇
・
九
八
％
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
＝

四
・
八
〇
％
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ
＝
一
・
七
一
％
、
ベ
ー
タ
値
＝
〇
・
四
〇
五

と
認
め
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
株
主
資
本
コ
ス
ト
は
、
四
・
六
三
四
％
と
認
め
ら

れ
る
。」

「
以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
二
・
五
七
％
（
小
数
点
三
位
以
下

を
四
捨
五
入
し
た
。）
と
認
め
ら
れ
る
（
四
・
六
三
四
％
×
四
七
・

一
二
％
＋
一
・
一
五
％
×
（
一

−

三
六
・
八
三
％
）
×
五
二
・
八

八
％
＝
二
・
五
六
七
六
％
）」

「
Ａ
の
株
式
は
非
上
場
株
式
で
あ
る
と
こ
ろ
、
非
上
場
株
式
は
流
動

性
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
考
慮
し
た
割
引
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

本
件
鑑
定
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
（
原
文

マ
マ
）
は
三
〇
％
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
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四　

配
当
還
元
法
に
よ
る
評
価

「
Ａ
は
平
成
一
五
年
三
月
期
か
ら
継
続
し
て
一
株
当
た
り
年
七
・
五

円
の
配
当
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
後
も
同
じ
配
当

政
策
を
採
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
Ａ
の
将
来
の
一
株
当
た
り
の
年
間
予
想
配
当
額
は
、

七
・
五
円
と
認
め
ら
れ
る
。」

「
資
本
還
元
率
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
る
割
引
率
を
算
定
す
る
際
に
用

い
た
株
主
資
本
コ
ス
ト
を
用
い
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

五　

売
買
価
格

「
以
上
の
と
お
り
、
Ａ
の
一
株
当
た
り
の
株
式
価
値
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法

に
よ
れ
ば
八
四
五
円
、
純
資
産
法
に
よ
れ
ば
九
九
七
円
、
配
当
還
元

法
に
よ
れ
ば
一
六
二
円
と
認
め
ら
れ
る
。
上
記
…
…
で
述
べ
た
と
お

り
、
本
件
で
は
、
売
主
の
立
場
か
ら
の
相
当
な
評
価
方
式
と
買
主
の

立
場
か
ら
の
評
価
方
式
を
一
対
一
で
反
映
さ
せ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
〇
・
三

五
、
純
資
産
法
〇
・
三
五
、
配
当
還
元
法
〇
・
三
の
割
合
で
加
重
平

均
し
て
求
め
た
価
格
を
も
っ
て
本
件
株
式
の
売
買
価
格
と
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
か
ら
、
本
件
譲
渡
承
認
請
求
時
に
お
け
る
Ａ
の
一
株
当

た
り
の
売
買
価
格
は
六
九
三
円
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」

〔
研
　
究
〕

　

理
由
づ
け
、
結
論
と
も
に
反
対

一　

本
件
は
、
会
社
法
一
四
四
条
二
項
に
規
定
す
る
売
買
価
格
決
定

の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
が
売
買
価
格
の
決
定

を
行
っ
た
事
件
で
あ
る
。
同
条
三
項
で
は
、「
資
産
状
態
そ
の
他
一

切
の
事
情
」
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
、「
資
産
状
態
」

は
単
な
る
例
示
に
過
ぎ
ず
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
り
様
々
な
事
情
を

考
慮
し
て
売
買
価
格
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る

（
小
出
一
郎
「
第
一
四
四
条
」
江
頭
憲
治
郎
ほ
か
編
『
論
点
体
系
会

社
法
１
―
―
総
則
、
株
式
会
社
Ⅰ
』
四
七
九
頁
（
第
一
法
規
、
平
成

二
四
年
））。
そ
の
た
め
、
過
去
の
裁
判
例
で
も
、
様
々
な
手
法
に
よ

り
売
買
価
格
が
算
定
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
の
裁
判
例
で
は
、
経
営
権
の
異
動
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
、
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
に
よ
り
評

価
を
行
い
（
東
京
高
決
平
成
二
〇
年
四
月
四
日
金
融
・
商
事
判
例
一

二
九
五
号
四
九
頁
、
福
岡
高
決
平
成
二
一
年
五
月
一
五
日
金
融
・
商

事
判
例
一
三
二
〇
号
二
〇
頁
）、
買
主
と
売
主
の
双
方
が
少
数
株
主

で
あ
る
と
き
は
、
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
に
よ
り
評
価
を

行
い
（
大
阪
高
決
平
成
元
年
三
月
二
八
日
判
例
時
報
一
三
二
四
号
一

四
〇
頁
、
大
阪
地
決
平
成
二
七
年
七
月
一
六
日
金
融
・
商
事
判
例
一

四
七
八
号
二
六
頁
）、
買
主
が
支
配
株
主
で
あ
り
、
売
主
が
少
数
株
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主
で
あ
る
と
き
は
、
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
と
少
数
株
主

に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
一
対
一
の
折
衷
割
合
に
よ
り
評
価
を
行
う

（
広
島
地
決
平
成
二
一
年
四
月
二
二
日
金
融
・
商
事
判
例
一
三
二
〇

号
四
九
頁
、
札
幌
高
決
平
成
一
七
年
四
月
二
六
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一

二
一
六
号
二
七
二
頁
）
と
い
う
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

本
件
は
、
買
主
を
支
配
株
主
と
同
視
す
る
と
と
も
に
、
売
主
を

「
支
配
株
主
と
一
般
株
主
の
中
間
的
な
立
場
に
位
置
す
る
株
主
」
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
の
折
衷
割

合
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営
権
の
異
動
に
準
じ
て
取

り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
少
数
株
主
か
ら
支
配
株
主
へ
の
譲
渡

に
該
当
す
る
場
合
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
裁
判
例
で
あ
り
、
類

似
の
裁
判
例
と
し
て
、
大
阪
地
決
平
成
二
五
年
一
月
三
一
日
金
融
・

商
事
判
例
一
四
一
七
号
五
一
頁
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

日
本
公
認
会
計
士
協
会
が
公
表
し
た
『
企
業
価
値
評
価
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
改
訂
版
）』
で
は
、
具
体
的
な
評
価
方
法
と
し
て
、
①
イ
ン

カ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
②
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
③
ネ
ッ
ト

ア
セ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
日
本
公
認
会
計
士

協
会
『
企
業
価
値
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
改
訂
版
）』
三
九
頁
（
日

本
公
認
会
計
士
協
会
出
版
局
、
平
成
二
五
年
））。
本
件
で
は
、
買
主

に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
イ
ン
カ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
Ｄ
Ｃ
Ｆ

法
と
ネ
ッ
ト
ア
セ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
時
価
純
資
産
法
に
よ

り
算
定
し
て
い
る
。
最
近
の
裁
判
例
で
は
、
支
配
株
主
に
と
っ
て
の

株
式
価
値
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
（
又
は
そ
の
代
替
と
し
て
の
収
益

還
元
法
）
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
株
式
価

値
に
違
和
感
が
あ
る
場
合
に
は
、
時
価
純
資
産
法
と
の
併
用
を
行
う

と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
（
柴
田
和
史
「
非
上
場
株
式

の
評
価
」
浜
田
道
代
・
岩
原
伸
作
編
『
会
社
法
の
争
点
』
六
一
頁

（
有
斐
閣
、
平
成
二
一
年
））、
本
件
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
断
は
、

最
近
の
裁
判
例
と
整
合
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
配
当
還
元
法
に
よ

り
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
配
当
還
元
法
は
配

当
期
待
権
し
か
有
さ
な
い
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
示
す

も
の
で
あ
る
と
い
う
最
近
の
裁
判
例
の
傾
向
と
整
合
的
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
。

二　

前
述
の
よ
う
に
、
本
決
定
は
、
指
定
買
取
人
を
支
配
株
主
と
一

体
の
立
場
に
立
つ
株
主
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
買
取
人
と
し
て
指
定

し
た
だ
け
で
は
判
断
し
難
い
が
、
資
料
の
提
供
ま
で
受
け
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
支
配
株
主
に
協
力
的
な
株
主
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

買
主
が
支
配
株
主
と
一
体
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
本
決

定
の
判
断
は
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｘ１
ら
の
議
決
権
比
率
が
二
四
・
四
％
で
あ
り
、
代
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表
取
締
役
及
び
そ
の
親
族
が
有
す
る
五
二
・
九
％
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
売
主
で
あ
る
Ｘ１
ら
が
支
配
株
主
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
上
場
会
社
が
投
資
を
行
う
際
に
は
、
持
分
法

適
用
会
社
に
な
る
か
ど
う
か
を
意
識
す
る
と
こ
ろ
、
二
四
・
四
％
を

有
し
て
い
れ
ば
持
分
法
適
用
会
社
に
な
る
こ
と
か
ら
（
持
分
法
に
関

す
る
会
計
基
準
五
︲
二
項
）、
売
主
が
上
場
会
社
で
あ
れ
ば
、
本
件

株
式
譲
渡
に
伴
っ
て
、
連
結
財
務
諸
表
か
ら
Ａ
が
離
脱
す
る
こ
と
に

な
る
。
持
分
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
間
は
、
当
該
持
分
法
適
用
会
社

の
損
益
の
う
ち
持
分
比
率
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
が
連
結
財
務
諸

表
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
支
配
株
主
が
取
り
込
む
べ
き
一
株

当
た
り
の
損
益
と
同
じ
だ
け
の
損
益
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
会
計
上
、
持
分
法
適
用
会
社
の
損
益
の
う
ち
持
分
比
率
に

対
応
す
る
部
分
の
金
額
が
連
結
財
務
諸
表
に
取
り
込
ま
れ
る
の
は
、

財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
非
上
場
会
社
の
よ
う
に
、

連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
財

務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
が
「
支
配

株
主
と
一
般
株
主
の
中
間
的
な
立
場
に
位
置
す
る
株
主
」
で
あ
る
場

合
に
は
、
配
当
還
元
法
と
の
折
衷
を
行
う
べ
き
で
は
な
く
、
支
配
株

主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
と
同
じ
評
価
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

一
方
、
学
説
で
は
、
少
数
株
主
か
ら
支
配
株
主
へ
の
譲
渡
に
該
当

す
る
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
人
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
と
指
定
買
取

人
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
の
い
ず
れ
か
高
い
金
額
で
評
価
す
べ
き
と

す
る
見
解
（
関
俊
彦
『
株
式
評
価
論
』
二
九
八
頁
（
商
事
法
務
研
究

会
、
昭
和
五
八
年
））
と
、
譲
渡
人
が
少
数
株
主
で
あ
る
場
合
に
は

少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
で
評
価
す
べ
き
と
す
る
見
解
（
江

頭
憲
治
郎
「
判
批
」
江
頭
憲
治
郎
ほ
か
編
『
会
社
法
判
例
百
選
』
四

五
頁
（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
平
成
二
三
年
））
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
拙
稿
「
譲
渡
制
限
株
式
の
売
買
価
格
」
法
学
政

治
学
論
究
一
〇
九
号
六
︲
一
二
頁
（
平
成
二
八
年
）
で
は
、
譲
渡
人

が
少
数
株
主
で
あ
り
、
指
定
買
取
人
が
支
配
株
主
で
あ
る
場
合
に
は
、

支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
に
よ
り
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
結

論
づ
け
た
。
一
般
的
に
、
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
が
支
配

株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
よ
り
も
低
い
評
価
額
に
な
る
原
因
と
し

て
、
支
配
株
主
と
異
な
り
持
分
比
率
に
応
じ
た
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
す
べ
て
を
取
得
で
き
な
い
可
能
性
や
、
支
配
株
主

に
比
べ
て
情
報
を
十
分
に
入
手
で
き
な
い
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
支
配
株
主
が
配
当
性
向
を
低
め
に
抑
え
た
り
、

情
報
を
十
分
に
開
示
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
を
理
由
と
し
て
、
支
配
株
主
が
買
い
取
る
株
式
価
値
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を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
少
数
株

主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
が
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
よ
り

も
低
い
評
価
額
に
な
る
原
因
と
し
て
、
支
配
株
主
と
発
行
会
社
の
間

で
生
じ
る
シ
ナ
ジ
ー
も
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
支
配
株
主
で
生
じ

る
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
増
加
は
と
も
か
く
と
し
て
、

発
行
会
社
に
お
い
て
生
じ
る
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
増

加
は
、
少
数
株
主
も
平
等
に
分
配
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
る
評
価
額
は
、
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
り
引
き
上
げ

ら
れ
た
発
行
会
社
の
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
基
づ
い
て

算
定
さ
れ
る
が
、
当
該
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
配
当
や
残
余
財
産
に
つ
い
て
は
、
少
数
株
主
も
平
等
に
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
譲
渡
人
が
少

数
株
主
で
あ
り
、
指
定
買
取
人
が
支
配
株
主
で
あ
る
場
合
に
は
、
支

配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
と
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値

に
差
異
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
支
配
株
主
に
と
っ
て

の
株
式
価
値
に
よ
り
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
立

場
に
よ
れ
ば
、
売
主
が
「
支
配
株
主
と
一
般
株
主
の
中
間
的
な
立
場

に
位
置
す
る
株
主
」
で
は
な
く
、
少
数
株
主
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
に
よ
り
評
価
す
べ
き
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

三　

本
件
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の
算
定
に
お
い
て
三
〇
％
の
非
流
動
性

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
配
当
還
元
法
で

は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の
算
定
で
用
い
た
資
本
還
元
率
（
四
・
六
三
四
％
）

を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
た
め
、
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
は
考

慮
し
て
い
な
い
。

　

ま
ず
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の
算
定
に
お
い
て
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
件
で
は
、

支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
の
評
価
の
た
め
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の

算
定
を
行
っ
て
い
る
。
取
引
目
的
の
株
式
評
価
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に

よ
り
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、

非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
考
慮
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る

と
す
る
見
解
（
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｓ
『
図
解
で
わ
か
る
企
業
価
値
評
価

の
す
べ
て
』
一
四
九
︲
一
五
〇
頁
（
日
本
実
業
出
版
社
、
平
成
二
三

年
）、
谷
山
邦
彦
『
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
応
用
』
三
三
七

頁
（
中
央
経
済
社
、
平
成
二
二
年
））
と
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株

式
価
値
を
算
定
す
る
場
合
に
比
べ
て
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
率
を
低
く
設

定
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
の
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
（
安
達
和
人
『
ビ
ジ
ネ
ス
バ
リ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
』
三
三
一
頁
（
中
央
経
済
社
、
平
成
二
三
年
））
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
後
者
の
見
解
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
本
件
で
は
、
支

配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
算
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
流
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動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
三
〇
％
と
い
う

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
率
は
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
本
件
で
は
、
配
当
還
元
法
の
算
定
に
お
い
て
非
流
動
性

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
を
採

用
す
る
場
合
に
は
、
株
式
の
流
動
性
の
欠
如
に
よ
る
リ
ス
ク
プ
レ
ミ

ア
ム
を
割
引
率
の
計
算
に
織
り
込
む
必
要
が
あ
る
が
、
実
務
上
は
、

簡
便
性
を
考
慮
し
て
、
当
該
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
加
味
せ
ず
に
計

算
し
た
後
に
一
定
の
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
考
慮
す
る
方
法

が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
中
村
慎
二
「
株
式
買
取
価
格
の
評
価
に
お
け

る
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
の
考
慮
の
可
否
」
経
営
財
務
三
二
二

〇
号
二
三
頁
（
平
成
二
七
年
））。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
を
採
用
す

る
場
合
に
お
い
て
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
考
慮
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
理
論
上
は
、
株
式
の
流
動
性
の
欠
如
に
よ
る
リ
ス
ク
プ
レ
ミ

ア
ム
を
割
引
率
の
計
算
に
織
り
込
ん
だ
の
と
同
じ
結
果
に
な
る
た
め
、

配
当
還
元
法
を
採
用
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
株
式
の
流
動
性
の
欠

如
に
よ
る
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
資
本
還
元
率
の
計
算
に
織
り
込
む

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
決
定
が
採
用
し
た
評
価
方
法
に
は
整

合
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
問
題
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
決
定
の
判
断
に
は
細
か
な
点
で
も
問
題
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
を
考
慮
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

点
に
つ
き
、
か
つ
て
、
私
見
で
は
、
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価

値
に
よ
り
評
価
す
べ
き
場
合
に
は
、
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を

考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
（
佐
藤
前
掲
一
八
︲
一
九

頁
）。
な
ぜ
な
ら
、
支
配
株
主
は
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

を
支
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
譲
渡
を
し
な
け
れ
ば
非
流
動
性
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
を
考
慮
す
る
前
の
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、

譲
渡
人
が
少
数
株
主
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
指
定
買
取
人
が
支
配

株
主
で
あ
る
と
き
は
、
少
数
株
主
が
支
配
株
主
と
異
な
り
、
持
分
比

率
に
応
じ
た
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
す
べ
て
を
取
得
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
売
買
価
格
を
引
き
下
げ
る
理
由
に
は

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
譲
渡
人
が
少
数
株
主
で
あ
り
、
指
定
買
取

人
が
支
配
株
主
で
あ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
非
流
動
性
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
立
場

に
よ
れ
ば
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
る
評
価
額
は
三
〇
％
ほ
ど
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

四　

本
件
で
は
、
株
主
資
本
コ
ス
ト
の
算
定
に
お
い
て
、
一
・
七

一
％
の
サ
イ
ズ
・
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
（
Ｓ
Ｒ
Ｐ
）
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
サ
イ
ズ
・
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
の
根
拠
は
そ
れ
ほ
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ど
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
、
サ
イ
ズ
・
リ
ス
ク
プ
レ

ミ
ア
ム
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
佐
藤
前
掲
二
〇

頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
で
は
、
申
立
人
、
相
手
方
法
人
の
い
ず

れ
も
サ
イ
ズ
・
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

争
わ
ず
、
数
値
の
み
を
争
っ
て
い
る
た
め
、
サ
イ
ズ
・
リ
ス
ク
プ
レ

ミ
ア
ム
を
考
慮
す
べ
き
か
ど
う
か
は
争
点
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
従
業
員
数
も
三
八
名
で
、
事
業
モ
デ
ル
も
客
船
を
二
地
点
間
に

お
い
て
定
期
的
に
運
航
す
る
こ
と
に
よ
り
運
送
収
入
を
得
る
と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
途
半
端
に
複
数
の
地
点
を
運
航
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
よ
り
は
安
定
し
た
利
益
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
（
佐
藤
信
祐
ほ
か
『
建
設
業
の
た
め
の
組
織
再
編
』
二

〇
︲
二
一
頁
（
清
文
社
、
平
成
二
四
年
））。
そ
の
た
め
、
申
立
人
ら

は
、
サ
イ
ズ
・
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
主
張

す
る
こ
と
も
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

本
件
で
は
、
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
算
定
す
る
際

に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
と
時
価
純
資
産
法
を
〇
・
五
対
〇
・
五
の
割
合
で
折

衷
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
の
企
業
規
模
が
小
さ
く
、
事
業
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
価
純
資
産
法
は
、
評
価

対
象
会
社
の
継
続
割
合
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
折
衷
割
合
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
（
日
本
公
認

会
計
士
協
会
前
掲
八
〇
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
で
は
、
事
業
継

続
性
に
疑
義
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
時
価
純
資
産
法
の
折
衷
が
行
わ
れ
て
お
り
、
時
価
純

資
産
法
の
折
衷
割
合
が
高
す
ぎ
る
疑
い
が
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
所

は
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
る
評
価
額
を
八
四
五
円
、
時
価
純
資
産
法
に
よ
る

評
価
額
を
九
九
七
円
と
し
て
お
り
、
時
価
純
資
産
法
の
方
が
高
い
評

価
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
私
見
で
は
、
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
算
定

す
る
際
に
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
を
中
心
的
な
手
法
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
結
果
を
検
証
す
る
た
め
に
、
類
似
上

場
会
社
法
と
の
重
複
幅
併
用
法
や
時
価
純
資
産
法
と
の
比
較
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
（
佐
藤
前
掲
二
〇
︲
二
六
頁
）。
Ｄ
Ｃ

Ｆ
法
が
最
も
理
論
的
な
評
価
方
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
対

し
（
伊
藤
達
哉
「
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
方
法
選
択
の
あ
り

方
」
商
事
法
務
一
八
九
二
号
四
一
頁
（
平
成
二
二
年
）、
前
掲
広
島

地
決
平
成
二
一
年
四
月
二
二
日
）、
恣
意
性
の
排
除
が
難
し
い
と
い

う
短
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
前
掲
日
本
公
認
会
計
士
協
会
四
〇
頁
、

前
掲
谷
山
一
七
頁
）、
他
の
評
価
方
法
と
の
併
用
に
よ
り
恣
意
性
を

防
止
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
決
定
の
よ
う
に
、
事
業

リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
の
将
来
性
に
対
す

る
不
確
実
性
が
高
く
な
る
た
め
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
お
け
る
割
引
率
の
算
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定
で
は
、
個
別
企
業
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮
す
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
（
池
谷
誠
『
論
点
詳
解　

係
争
事
案
に
お
け
る
株
式

価
値
評
価
』
一
〇
九
︲
一
一
五
頁
（
中
央
経
済
社
、
平
成
二
八
年
））。

な
ぜ
な
ら
、
リ
ス
ク
の
高
い
投
資
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
リ
ス

ク
の
低
い
投
資
に
比
べ
て
、
投
資
家
は
高
い
リ
タ
ー
ン
を
要
求
す
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
個
別
企
業
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮

し
た
場
合
に
は
、
割
引
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ

法
に
よ
る
評
価
額
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
別
企
業
リ
ス

ク
プ
レ
ミ
ア
ム
の
問
題
点
と
し
て
、
客
観
的
な
手
法
に
よ
り
合
理
的

な
数
値
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
池
谷
前
掲
一
一
〇
頁
）。
そ
の
た
め
、
実
務
上
、
時
価
純
資
産
法
と

の
折
衷
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、
本
決
定
で
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
よ
り
も
時
価
純
資
産
法
の
方

が
高
い
評
価
額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
時
価
純
資
産
法
と
の

折
衷
に
よ
り
、
個
別
企
業
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮
し
な
い
Ｄ
Ｃ

Ｆ
法
よ
り
も
高
い
評
価
額
を
売
買
価
格
と
し
て
決
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
個
別
企
業
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮
し
た
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法

に
よ
る
評
価
額
は
、
個
別
企
業
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮
し
な
い

Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
る
評
価
額
よ
り
も
低
い
金
額
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
事
業
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
個
別
企
業

リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
考
慮
し
な
い
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
よ
り
も
高
い
評
価
額

に
す
る
こ
と
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
投
資
に
対
し
て
は
、
高
い
リ
タ
ー

ン
を
要
求
す
る
と
い
う
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
お
け
る
割
引
率
の
考
え
方
と
相

反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
価
純
資
産
法
と
の
折
衷
を
行
う
に
し
て
も
、
企

業
規
模
が
小
さ
く
、
事
業
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六　

前
述
の
よ
う
に
、
本
件
で
は
配
当
還
元
法
を
採
用
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
配
当
還
元
法
を
採
用
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
本
件
で
は
、
一
株
当
た
り
年
七
・

五
円
の
配
当
実
績
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
た
め
、
蛇
足
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。

　

実
際
に
、
配
当
還
元
法
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
内
部
留
保
を
考

慮
す
る
た
め
に
ゴ
ー
ド
ン
・
モ
デ
ル
方
式
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
裁
判
例
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
大
阪
高
決
平
成
元
年
三
月

二
八
日
、
前
掲
広
島
地
決
平
成
二
一
年
四
月
二
二
日
）。
さ
ら
に
、

『
株
式
等
鑑
定
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
で
は
、
ゴ
ー
ド
ン
・
モ
デ
ル
方

式
に
基
づ
く
配
当
還
元
法
は
、
少
数
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を

算
定
す
る
た
め
の
最
も
理
論
的
な
評
価
方
法
で
あ
る
と
す
る
見
解
が

記
載
さ
れ
て
い
た
（
日
本
公
認
会
計
協
会
「
株
式
等
鑑
定
評
価
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
そ
の
２
）」
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
六
三
号
一
〇
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八
頁
（
平
成
六
年
））。
し
か
し
、
本
件
で
対
象
に
な
っ
て
い
る
Ａ
は
、

収
益
性
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
部
留
保
が
配
当
の
成
長
に

繋
が
る
と
い
う
ゴ
ー
ド
ン
・
モ
デ
ル
方
式
の
前
提
に
な
じ
ま
な
い
。

さ
ら
に
、
Ａ
の
方
針
と
し
て
、
今
後
も
、
一
株
当
た
り
年
七
・
五
円

の
配
当
政
策
を
採
用
す
る
も
の
と
本
決
定
が
認
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
際
配
当
還
元
法
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
特
段
の
問
題
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

七　

以
上
の
と
お
り
、
本
件
は
支
配
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
に

よ
り
評
価
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
配
当
還
元
法
と
の
折
衷
を
行
っ
た

本
決
定
の
考
え
方
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
企
業
規
模
が
小

さ
く
、
事
業
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
時
価
純
資
産
法
と

の
折
衷
を
行
い
な
が
ら
、
逆
に
高
い
評
価
額
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

時
価
純
資
産
法
と
の
折
衷
を
行
っ
た
本
決
定
の
考
え
方
に
は
賛
成
で

き
な
い
。
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藤
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祐


